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、

淵
逸
史
家
殊
に
プ
ロ
イ
セ
ン
史
家
の
多
く
は
‐
プ
ロ
セ
ィ
ン
建
幽
の
歴
史
を
説
く
に
常
り
て
、
同
王
幽
及
び
そ
の
以

前
の
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
グ
選
畢
侯
幽
が
、
帝
國
及
び
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
家
に
對
し
て
、
「
尊
信
と
忠
資
」
さ
を
保
持
し
た

事
を
述
べ
て
居
る
。
然
る
に
こ
の
尊
信
と
忠
實
と
の
説
明
は
、
近
世
猫
逸
帝
國
建
設
の
氣
蓮
に
誘
は
れ
て
、
却
っ
て
歴

史
の
眞
相
を
誤
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
二
三
の
猫
逸
史
家
が
弧
烈
に
非
難
す
る
虚
で
あ
っ
て
、
こ
の
事
は
既
に
二
三
の

論
文
中
に
、
私
が
述
べ
た
ぐ
）
こ
ろ
で
あ
る
。
當
時
の
歴
史
は
私
の
所
謂
棚
逸
史
の
地
域
的
意
義
の
時
代
に
属
し
、
地
域

的
傳
統
が
帝
國
内
諸
邦
に
、
殆
ん
－
ご
完
全
な
る
自
主
的
朧
能
を
典
へ
、
自
國
主
義
が
寓
事
を
解
決
し
て
、
帝
國
内
諸
邦

間
の
關
係
は
、
彼
等
ざ
帝
國
外
諸
國
と
の
關
係
に
異
る
一
こ
こ
ろ
無
く
、
之
に
對
し
て
は
尊
信
忠
寶
等
の
如
き
道
義
的
解

輝
を
下
す
べ
き
も
の
に
非
ず
し
て
、
唯
時
代
の
趨
勢
が
そ
の
當
然
の
愛
化
發
展
を
有
し
た
り
し
こ
一
こ
を
槻
察
す
べ
き
も

の
に
畷
し
て
居
る
。
私
が
今
こ
・
に
記
さ
ん
と
す
る
シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
の
事
質
の
如
き
は
、
能
く
こ
の
意
義

を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
猫
逸
史
家
の
多
く
が
尊
信
ご
忠
質
さ
を
説
明
す
る
こ
と
は
、
徒
ら
に
道
義
的
解
瀞
に

シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係

シ
レ
ジ
ア
地
碩
繼
承
の
關
係

（
一
）
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捉
は
れ
、
史
實
の
眞
相
を
暗
く
し
、
以
て
大
局
を
見
る
に
過
誤
を
生
ぜ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
昭
和
六
年
本
誌
第
三
輯
拙
稿
「
オ
リ
ヴ
ア
以
後
」
に
於
て
、
當
時
侯
國
の
政
策
が
、
瑞
典
對
波
蘭
及
び
佛
蘭
西

對
喚
太
利
、
雨
職
大
刷
對
抗
の
間
に
在
り
て
、
左
顧
右
価
何
等
の
決
定
的
傾
向
を
有
せ
ず
、
所
謂
病
的
動
揺
を
繼
被
し

居
た
り
し
事
を
述
べ
、
以
て
そ
の
間
、
猫
逸
史
家
の
謂
ふ
が
如
き
帝
幽
聯
邦
的
自
覺
を
、
認
め
得
ざ
る
こ
さ
を
明
か
に

し
、
之
を
以
て
プ
ロ
イ
セ
ン
建
國
の
歴
史
に
参
照
し
て
、
近
世
濁
逸
帝
國
統
一
の
意
義
の
如
何
な
る
か
を
知
ら
む
さ
欲

し
た
が
、
今
葱
に
そ
の
緬
稿
一
こ
し
て
、
シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
開
係
を
述
べ
、
更
に
こ
の
意
義
を
明
か
に
せ
ん
ご
欲
す

る
の
で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
、
猫
逸
史
家
の
説
明
を
そ
の
ま
ゞ
に
了
解
し
て
、
十
九
世
紀
濁
逸
帝
國
の
統
一
を
、
む

し
ろ
簡
軍
な
る
國
民
的
自
覺
、
或
は
道
義
的
統
一
の
自
覺
に
墓
礎
を
有
せ
る
歴
史
的
發
展
な
り
一
こ
す
る
事
は
、
大
な
る

過
誤
で
あ
る
。

瑞
典
波
蘭
雨
國
間
に
介
在
し
て
、
雨
國
勢
力
消
長
の
決
定
投
票
的
態
度
を
持
績
し
た
り
し
プ
ラ
デ
ン
ブ
ル
グ
選
畢
侯

國
は
、
こ
の
雨
國
の
衰
へ
は
じ
む
る
に
從
っ
て
、
更
に
そ
の
以
前
よ
り
の
状
態
を
繼
績
し
て
、
佛
蘭
西
喚
太
利
祁
國
間

に
介
在
す
る
、
決
定
投
票
的
態
度
の
剛
で
あ
っ
た
。
侯
幽
が
佛
蘭
西
に
求
む
る
さ
こ
ろ
は
そ
の
資
金
で
あ
り
、
塊
太
利

に
求
む
る
さ
こ
ろ
は
影
の
如
き
名
麓
と
、
帝
國
内
諸
小
國
に
對
す
る
そ
の
威
容
で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
の
二
つ
は
何
れ

も
侯
國
が
同
時
に
希
望
す
る
言
こ
ろ
で
あ
る
故
に
、
侯
國
は
雨
敵
對
國
に
對
し
て
、
不
即
不
雛
の
態
度
を
示
す
に
あ
ら

ず
し
て
、
或
時
は
即
含
或
時
は
離
れ
、
病
的
な
る
棚
係
に
於
て
左
右
往
返
し
つ
“
、
誠
に
動
揺
し
て
少
時
も
定
ま
る
一
こ

こ
ろ
無
き
態
度
を
有
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
意
味
に
於
け
る
決
定
投
票
的
態
度
は
、
佛
蘭
西
に
さ
り
て
は
消
極

シ
レ
ジ
ア
地
緬
篭
承
の
蝋
朧
・
三
九



シ
レ
ジ
ア
加
領
繼
承
の
關
係
，
四
○

的
で
あ
り
、
塊
太
利
に
さ
り
て
は
籏
極
的
の
意
義
を
有
す
。
換
言
せ
ば
、
侯
國
の
離
反
は
佛
闘
西
に
さ
り
勢
力
伸
張
に

失
冬
ご
こ
る
と
な
れ
言
も
、
填
太
利
に
と
り
て
は
勢
力
の
維
持
に
危
慎
を
生
ぜ
し
む
る
さ
こ
ろ
一
ご
な
る
。
故
に
、
澳
太

利
は
力
を
論
し
て
侯
國
を
、
自
か
ら
の
對
佛
蘭
西
策
闇
内
に
止
ま
ら
し
め
む
さ
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
形
勢

は
、
侯
幽
の
希
圖
に
好
都
合
で
あ
る
。
そ
の
何
等
か
の
要
求
を
な
す
に
好
機
會
を
典
へ
る
。
斯
く
て
愛
に
於
て
、
シ
レ

ジ
ア
地
領
繼
承
の
問
題
が
起
る
の
で
あ
る
。

顧
み
る
に
、
「
空
前
絶
後
の
濁
逸
的
屈
辱
」
言
孵
せ
ら
る
る
サ
ン
・
ジ
エ
ル
メ
ン
和
約
（
一
六
七
九
年
十
月
二
十
五

日
）
に
於
て
、
遥
畢
侯
が
猫
逸
帝
位
の
繼
承
者
こ
し
て
佛
蘭
西
王
子
を
承
認
し
た
こ
一
こ
は
、
前
述
の
如
き
地
域
的
淵
逸

史
の
一
傾
向
に
於
け
る
現
象
一
こ
し
て
、
私
は
む
し
ろ
そ
の
常
然
の
發
展
を
観
察
し
度
く
恩
ふ
。
獅
逸
史
家
殊
に
國
家
主

義
観
、
更
に
殊
に
プ
ロ
イ
セ
ン
國
家
主
義
槻
の
史
家
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
如
き
が
、
こ
の
事
實
を
い
か
に
國
民
自
覺
的
に
叉

「
尊
信
忠
賞
」
的
に
解
輝
せ
ん
か
に
苦
慮
し
・
た
か
は
、
既
に
前
稿
「
オ
リ
ヴ
ァ
以
後
」
に
於
て
私
が
述
べ
た
虚
で
あ

る
。
ラ
ン
ヶ
の
如
き
も
「
瞬
間
的
政
略
」
て
ふ
形
容
を
以
て
、
明
確
な
る
解
騨
を
避
く
る
が
如
き
記
述
を
な
し
、
特
に

こ
の
事
實
を
猫
逸
帝
國
に
有
利
に
辮
明
せ
ん
ミ
苦
心
せ
る
ブ
ラ
イ
シ
ッ
ク
の
如
き
は
、
「
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
的
こ
そ
よ

り
濁
逸
的
な
り
」
さ
云
ふ
、
牽
嘘
殆
ん
言
意
義
を
な
さ
ざ
る
説
明
を
試
み
て
居
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
之
の
和
約
前
後
の
時
期
に
在
り
て
、
選
畢
侯
が
佛
蘭
西
王
に
致
せ
る
書
翰
、
そ
の
他
の
文
書
を
見
る
時
は
、

何
人
も
、
い
か
に
之
等
史
家
の
解
説
が
殆
ん
一
ご
悉
く
徒
勢
で
あ
る
か
を
、
知
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。

同
年
四
月
、
佛
蘭
西
王
に
致
せ
る
書
翰
に
曰
く



こ
の
異
常
な
る
親
和
希
望
ご
講
談
ざ
の
目
的
が
、
軍
資
金
の
供
給
に
存
し
た
こ
さ
に
就
き
て
は
、
ジ
ョ
ル
ヂ
・
パ
ジ

②

ェ
が
そ
の
小
著
「
ル
ィ
十
四
世
時
代
猫
逸
に
於
け
る
佛
閲
西
政
策
史
補
遼
』
に
於
て
、
こ
れ
老
詳
か
に
し
て
居
る
が
、

筒
こ
の
外
に
観
る
可
き
は
、
侯
國
の
遠
大
な
る
海
外
植
民
計
霊
に
對
す
る
、
佛
蘭
西
の
援
助
を
目
的
ざ
し
て
居
る
事
で

あ
る
。
こ
の
計
識
及
び
海
外
植
民
地
建
設
に
閥
し
て
、
私
は
十
除
年
前
に
其
の
一
般
を
某
雑
誌
上
に
述
べ
た
事
が
あ
る

シ
レ
ジ
ア
地
循
羅
承
の
關
係
四
一

沙

「
余
を
し
て
余
の
正
常
な
る
要
求
を
、
多
大
に
譲
歩
縮
小
せ
し
め
た
る
も
の
は
、
資
に
之
れ
、
陛
下
の
人
絡
さ
意

闘
一
こ
に
對
す
る
、
余
の
眞
賞
の
崇
拝
に
外
な
ら
ず
。
而
し
て
筒
、
余
が
過
多
の
地
境
を
瑞
典
に
讓
與
し
た
る
後
、

世
上
皆
そ
の
光
輝
あ
る
行
動
を
指
し
て
、
汲
め
＆
も
識
き
ざ
ろ
源
泉
に
在
り
一
こ
す
る
言
こ
ろ
の
寛
恕
を
、
陛
下
に

希
望
す
る
事
も
、
亦
こ
の
故
に
他
な
ら
ず
。
（
中
略
）
若
し
も
不
幸
に
し
て
世
上
の
形
勢
が
、
余
を
し
て
終
に
第

一
事
則
ち
正
義
の
鮎
に
立
た
し
む
る
に
至
ら
ん
か
、
余
は
喜
ん
で
永
久
に
こ
れ
ミ
別
離
し
、
而
し
て
余
は
、
生
涯

を
通
じ
て
、
陛
下
の
利
盆
以
外
の
何
も
の
に
も
、
執
着
す
る
こ
一
ご
無
か
る
可
し
』
｜
こ
。

叉
、
同
年
十
二
月
即
ち
サ
ン
・
ジ
ヱ
ル
メ
ン
和
約
の
後
、
ポ
ン
ポ
ン
ヌ
伯
に
宛
て
た
る
書
翰
に
曰
く
、

「
余
は
確
言
す
。
余
の
除
生
涯
の
間
の
余
の
最
高
の
思
慮
は
、
則
ち
常
に
力
狸
く
こ
の
條
約
を
確
保
し
、
而
し
て

余
の
身
躯
さ
利
錘
こ
を
犠
牲
に
供
し
つ
、
、
陛
下
の
恩
愛
ぞ
維
持
し
、
且
出
來
得
べ
く
ば
増
大
せ
ん
ざ
す
る
事
に

①

存
在
す
る
の
で
あ
る
」
｜
こ
・

（
一
一
）



。
シ
レ
ジ
ア
地
領
綴
承
の
關
係
四
二

が
、
こ
の
事
は
時
勢
の
影
響
言
、
當
時
の
侯
幽
政
策
の
不
安
定
一
こ
を
、
示
す
こ
一
こ
の
上
に
注
意
さ
る
べ
き
虚
で
あ
る
。

既
に
一
六
七
五
年
頃
以
來
、
和
蘭
の
老
航
海
者
ベ
ン
ジ
ャ
、
と
ン
・
ラ
ウ
レ
の
計
聲
に
由
り
て
、
侯
國
は
商
船
隊
を
和
蘭

よ
り
借
用
し
、
東
フ
リ
ィ
ス
ラ
ン
ド
海
港
ヱ
ム
デ
ン
等
を
占
擬
し
、
遠
く
ア
フ
リ
カ
西
岸
に
植
民
地
を
開
拓
せ
ん
一
こ
し

く３

た
。
今
佛
蘭
西
さ
の
親
和
希
望
は
、
正
に
こ
の
計
聲
の
途
上
に
あ
る
が
た
め
で
あ
る
。
一
六
八
二
年
一
月
二
十
二
日
、

侯
國
が
佛
蘭
酉
ご
結
べ
る
防
守
秘
約
第
九
條
に
曰
く
、
「
佛
闘
西
王
は
侯
國
船
舶
が
本
國
及
植
民
地
各
港
に
出
入
す

る
の
自
由
を
認
め
、
且
加
ふ
る
に
、
侯
剛
の
ア
フ
リ
カ
商
會
に
對
し
、
そ
の
船
舶
が
何
等
か
の
危
害
を
う
け
た
る
場
合

Ｄく

に
は
、
凡
ゆ
る
利
盆
さ
保
護
ざ
援
助
ざ
を
與
ふ
る
こ
一
こ
を
約
定
す
」
｜
ご
云
ふ
。

故
に
侯
國
の
斯
く
の
如
き
、
非
猫
逸
諸
侯
的
な
る
、
且
非
「
尊
信
忠
溌
」
的
な
る
佛
闘
閥
親
和
策
も
、
ス
ト
ラ
ス
プ

ル
グ
占
鎮
（
一
六
八
一
年
、
九
月
二
十
八
日
）
に
次
ぐ
に
、
レ
ュ
ニ
オ
ン
計
謹
の
進
行
す
る
に
從
ひ
、
叉
約
束
の
軍
資
完

か
ら
ず
、
ポ
メ
ラ
’
一
ァ
地
領
々
有
の
確
固
た
る
能
は
ざ
る
状
態
に
至
る
や
、
外
形
に
於
て
濁
逸
史
家
の
所
謂
帝
國
的
態

度
に
愛
じ
、
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
に
對
す
る
尊
信
忠
賞
の
形
容
を
生
じ
來
る
こ
さ
當
然
で
あ
る
。
私
は
愛
に
、
當
時
の
東

プ
ロ
イ
セ
ン
内
地
植
民
の
事
賞
を
回
想
し
、
之
が
必
然
的
仁
伴
ひ
來
る
一
こ
こ
ろ
の
宗
教
的
意
義
が
、
上
述
の
形
勢
愛
化

を
誘
致
し
た
る
事
、
而
し
て
時
恰
も
一
六
八
五
年
十
月
十
八
日
の
ナ
ン
ト
救
令
慶
止
の
事
あ
り
し
事
を
、
注
意
し
た
く

思
ふ
。
束
プ
ロ
イ
セ
ン
内
地
植
民
に
開
し
、
そ
の
中
の
一
た
る
ザ
ル
ッ
ブ
ル
グ
移
住
民
の
事
蹟
に
就
い
て
、
私
は
嘗
て

蓄
稿
に
於
て
之
を
述
べ
た
こ
一
こ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
新
教
徒
ユ
グ
ノ
オ
等
の
誘
致
は
、
經
濟
的
動
機
に
於
て
の
み
観
察
す

べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
同
時
に
多
く
の
宗
教
的
意
義
を
有
す
る
こ
さ
を
槻
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
↓
こ
は
、
今
こ



ゞ
に
多
く
説
く
を
要
せ
ざ
る
所
で
あ
ら
う
。
唯
選
畢
侯
の
新
教
信
仰
を
一
瞥
し
、
そ
の
ナ
ン
ト
救
令
朧
止
一
こ
の
開
係
を

”

明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

シ
ギ
ス
ム
ン
ド
・
ヒ
ル
シ
の
伯
林
耐
言
協
會
誰
演
「
選
畢
侯
及
び
砒
ル
ィ
ゼ
の
追
憶
」
の
中
に
は
、
侯
が
臨
涯
を
通

じ
て
終
息
に
至
る
ま
で
、
新
敏
的
精
祁
の
普
及
に
志
し
た
こ
と
が
記
し
て
あ
り
。
叉
レ
ォ
ポ
ル
ド
ｅ
フ
ォ
ン
・
オ
ル
リ

ヒ
は
、
そ
の
著
「
プ
江
イ
セ
ン
剛
史
」
第
三
巻
に
於
て
、
迫
害
を
う
け
た
る
新
敦
徒
の
移
使
肴
の
物
語
に
際
し
、
選
翠

侯
が
大
に
感
動
し
た
り
し
こ
↑
こ
を
、
そ
の
移
住
民
の
言
に
由
り
て
記
述
し
、
「
こ
の
悲
哀
な
る
物
語
に
對
し
、
侯
は
落

涙
を
禁
す
る
こ
↓
ご
能
は
な
か
っ
た
」
｛
ご
云
ふ
。
少
く
も
侯
の
宗
教
的
感
動
は
、
そ
の
「
政
治
訓
諭
」
に
就
き
て
も
明
ら

か
に
推
定
せ
ら
る
可
き
、
弧
き
も
の
で
あ
っ
た
。
之
の
蛎
は
ナ
ン
ト
救
令
朧
止
の
事
件
を
し
て
、
侯
幽
政
簸
の
鱒
換
さ

な
ら
し
む
る
所
以
ご
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
然
し
私
は
、
こ
の
宗
教
的
動
機
の
み
を
以
て
、
侯
幽
の
佛
閲
西
親
和
策

鍵
更
の
罐
礎
と
す
る
の
で
は
無
い
。
既
に
一
六
八
四
年
八
月
以
後
に
於
て
、
オ
ッ
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ゥ
ヱ
リ
ン
は
塊

國
首
都
に
使
節
一
こ
し
て
出
發
し
、
叉
フ
ラ
ン
ッ
・
フ
ォ
ン
・
フ
リ
ダ
ク
は
伯
林
に
使
節
一
こ
し
て
到
着
し
、
侯
國
の
塊
太

利
親
和
が
計
霊
さ
れ
て
居
た
。
唯
ナ
ン
ト
救
令
陵
止
を
期
一
こ
す
る
宗
教
的
理
由
が
、
弧
く
こ
の
開
係
を
促
進
し
た
こ
一
こ

は
明
か
で
あ
る
。

ナ
ン
ト
救
令
腰
止
の
報
に
對
し
、
侯
が
「
今
や
全
く
佛
蘭
西
よ
り
は
遠
ざ
か
る
可
き
な
り
」
｜
ご
言
ひ
た
り
し
こ
一
こ
は
、

プ
リ
プ
ラ
ム
が
そ
の
「
俟
幽
外
交
策
史
」
に
記
す
る
《
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
パ
ジ
ヱ
は
「
大
選
塞
侯
さ
佛
蘭
西
王
」
の
中

に
、
「
應
止
以
來
、
明
ら
か
に
侯
は
不
断
の
焦
慮
を
示
し
て
居
た
。
佛
蘭
西
使
節
レ
ベ
ナ
ッ
ク
は
、
こ
の
原
因
を
言
明
す

シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
四
三



こ
れ
よ
り
先
含
、
一
六
八
四
年
十
二
月
八
日
付
、
皇
帝
よ
り
使
節
フ
リ
ダ
ク
に
發
せ
る
指
令
（
侯
國
古
文
書
集
成
、

１

第
十
四
巻
頁
二
四
六
以
下
）
を
見
る
に
、
帝
は
，
選
畢
侯
が
無
條
件
を
以
て
土
耳
古
侵
人
防
禦
の
援
軍
を
送
る
事
を

度
々
誓
約
し
た
り
し
事
、
何
故
に
侯
は
之
の
基
督
教
欧
洲
の
危
険
に
對
し
無
棚
心
に
し
て
、
唯
そ
の
シ
レ
ヂ
ァ
地
髄
繼

承
の
要
求
を
の
み
固
守
す
る
か
を
疑
ふ
事
、
及
び
目
下
の
對
土
耳
古
防
守
に
際
し
て
は
、
侯
の
要
求
す
る
援
軍
資
金
の

支
挑
は
、
頗
る
困
難
な
る
事
を
説
い
て
居
る
。
（
註
、
シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
要
求
は
、
ウ
オ
ラ
ウ
、
リ
イ
グ
’
一
シ
シ
、

プ
リ
ィ
ク
及
び
イ
ェ
ゲ
ル
ン
ド
ル
フ
の
諸
地
を
詔
ふ
。
こ
れ
に
棚
し
て
は
猫
逸
史
責
料
集
中
に
侯
の
要
求
企
謹
書
あ

シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
四
四

る
に
嬬
踏
し
な
か
っ
た
。
侯
の
細
て
の
焦
慮
ご
悲
哀
・
こ
の
根
擬
は
、
常
に
宗
教
上
の
事
情
に
存
在
し
た
」
さ
記
し
て
居

の
る
。
ド
ロ
ィ
ゼ
ン
は
形
容
し
て
、
『
軍
純
に
し
て
深
厚
な
る
興
審
、
そ
れ
に
於
て
、
信
仰
深
き
義
務
の
上
の
生
氣
あ
る

感
情
」
｜
ご
日
ひ
て
賞
揚
し
・
プ
ル
ヅ
ヅ
は
「
犠
牲
を
敢
て
離
せ
ざ
る
決
意
」
ｓ
孵
し
て
、
侯
の
心
中
を
説
明
し
て
居

鋤
る
。
斯
く
て
侯
幽
政
策
は
、
侯
が
「
餘
生
涯
の
終
息
ま
で
」
鍵
る
こ
一
こ
あ
ら
ざ
る
べ
き
を
誓
約
し
た
る
佛
蘭
西
親
和
よ

り
、
更
に
鍵
遷
し
て
、
塊
太
利
親
和
に
移
ら
む
さ
す
。
一
六
八
五
年
、
十
月
二
十
九
日
票
ツ
ダ
ム
救
令
」
を
以
て
、

侯
は
「
佛
蘭
西
新
教
徒
に
し
て
、
侯
國
に
移
住
土
着
す
る
も
の
に
對
し
、
総
て
の
侯
國
民
權
利
こ
自
由
さ
を
與
ふ
」
さ

のく

宣
言
し
た
。
こ
れ
、
ナ
ン
ト
救
令
腔
止
後
旬
日
の
こ
さ
で
あ
る
。
而
し
て
填
太
利
一
こ
侯
國
さ
の
間
に
土
耳
古
侵
入
防
守

に
開
す
る
假
協
定
の
生
じ
た
り
し
は
、
そ
の
二
個
月
の
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
於
て
も
、
さ
き
の
佛
蘭
噂
こ
の
閥

係
に
於
け
る
が
如
く
、
シ
レ
ヂ
ァ
地
領
繼
承
の
問
題
は
、
侯
國
が
塊
太
利
援
助
の
上
の
必
要
條
件
さ
し
て
解
決
す
べ
き

Ｏ

も
の
に
畷
し
て
勝
た
・



厨
鄙
署
○
房
胃
庁
室
の
爵
狩
、
ｇ
こ
〕
号
具
ぐ
己
。
§
Ｈ
冒
烏
日
病
亀
切
禽
凰
＆
諒
凰
員
２
日
ｇ
》
①
言
．
こ

斯
く
の
如
く
な
ら
ば
、
シ
レ
ジ
ア
地
領
を
讓
典
せ
ざ
る
限
り
、
侯
國
を
し
て
塊
國
の
對
佛
蘭
西
策
間
内
に
止
ま
ら
し
む

る
事
は
、
喚
國
に
ご
り
て
不
可
能
の
こ
さ
に
厨
す
。

帝
は
フ
リ
ダ
ク
使
節
に
書
を
逢
っ
て
（
一
六
八
五
年
十
一
月
二
十
六
日
付
）
、
侯
図
政
府
に
説
明
せ
し
む
る
に
、

「
侯
幽
の
要
求
す
る
虎
は
、
何
等
全
く
そ
の
権
利
の
基
礎
を
有
せ
ざ
る
事
に
し
て
、
吾
等
が
何
等
の
理
由
を
も
そ
の
上

に
見
出
さ
ざ
る
虚
な
り
」
↓
こ
し
、
巳
む
こ
－
こ
を
得
ず
ば
．
前
述
の
シ
レ
ジ
ア
諸
地
鎮
の
代
地
を
識
興
し
、
之
に
「
不
可

控
訴
樅
」
を
附
與
し
、
且
侯
に
「
帝
國
提
督
」
の
奪
群
を
許
す
こ
一
こ
あ
る
可
し
と
し
、
更
に
對
土
耳
古
戦
の
援
軍
派

殉１

鐙
は
、
之
等
の
事
項
一
こ
は
全
く
別
個
の
問
題
な
り
一
こ
し
た
。
こ
の
時
既
に
避
繋
侯
は
援
兵
を
約
束
し
、
之
に
棚
す
る
條

シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
四
五

の
が
繼
績
し
た
。

、
』４１く

選
繋
侯
の
「
政
治
訓
諭
」
を
見
る
時
は
、
こ
の
關
係
を
老
ふ
る
に
充
分
で
あ
る
一
こ
さ
も
に
、
所
謂
尊
信
忠
實
が
如
何

●

な
る
意
義
一
こ
程
度
の
も
の
な
り
し
か
を
知
る
に
充
分
で
あ
る
。
今
こ
・
に
そ
の
原
文
を
抄
録
す
。
則
ち
選
畢
侯
は
侯
國

さ
塊
國
さ
の
開
係
の
規
範
を
訓
諭
す
る
に
、
次
の
語
を
以
て
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

《
の

…
…
…
冒
瞥
雰
閏
少
冨
目
８
粋
９
２
蔦
ａ
ｏ
ｇ
ｇ
臼
呂
冨
〕
角
鴨
黒
鼻
』
骨
切
目
言
昏
目
８
日
篤
自
壗
．
．
：
．
固
言
？

ｆ
も ２

６

り
、
叉
ラ
ン
ヶ
、
ド
ロ
ィ
ゼ
ン
及
び
エ
ァ
ド
マ
ン
ス
デ
ル
フ
ア
等
之
を
記
す
虚
あ
り
）
然
る
に
侯
國
の
要
求
は
、
源
こ

し
て
こ
の
地
領
継
承
樅
承
認
を
以
て
、
塊
幽
が
侯
幽
よ
り
援
兵
を
う
く
る
の
條
件
な
り
一
こ
し
、
儒
め
に
其
の
使
節
シ
ュ

ウ
ェ
リ
ン
の
埴
首
府
に
於
け
る
交
渉
一
こ
、
フ
リ
ダ
ク
の
奔
走
尋
こ
は
恒
に
背
反
し
て
、
雨
幽
の
關
係
は
頗
る
不
決
定
の
も

1

U



シ
レ
ジ
ア
地
領
篭
承
の
關
係
側
六

約
を
調
定
し
た
が
、
（
メ
ル
ナ
ァ
文
書
集
、
第
二
八
三
項
、
一
六
八
五
年
十
二
月
二
十
五
日
契
約
勺
援
軍
七
千
を
對

６〃１

土
耳
古
戦
に
送
る
事
）
、
同
時
に
侯
は
新
た
に
シ
ュ
ゥ
ィ
プ
ス
地
領
の
縦
承
權
を
、
そ
の
祀
先
よ
り
の
砿
利
な
り
一
こ
し

《
《
○
宮
ご
將
融
一
〕
昌
呂
①
飼
口
国
ｇ
ざ
ご
》
乏
。
冨
具
ｇ
の
傍
ご
ｏ
岸
ざ
ご
ロ
．
自
芦
両
巨
ご
函
邑
胃
弓
愚
鼻
呂
睦
さ
己
ｇ
》
署
堅
ｏ
言
鼬
ロ
豊
①

閃
．
病
．
員
．
の
．
○
戸
口
．
国
宮
田
国
且
呂
冒
晶
冒
胃
冒
室
．
ｇ
の
シ
口
曽
の
言
嵩
侭
①
言
臼
冨
異
営
日
照
ロ
ロ
⑦
砂
扇
ぎ
學

冒
罵
隣
言
．
尉
汽
．
旨
．
ｑ
・
ｍ
Ｑ
〕
・
ロ
．
号
呂
冨
ご
号
言
．
急
ロ
日
②
医
旨
．
扇
麗
．
）
の
○
宮
口
．
号
唖
匙
⑦
胃
ｇ
蛍
・
）

ロ
⑦
。
①
幽
○
毎
号
銅
、
。
ご
畠
①
冒
爵
ｇ
①
旨
病
昼
い
①
ｍ
言
胃
ｓ
⑦
冒
匡
日
①
５
．
の
．
○
戸
ご
・
◎
静
昌
ｇ
宣
口
鴨
鳴
巨
ｓ

ｂ
脚
躬
い
ぢ
、
一
目
農
禽
夢
『
関
豆
鞭
希
厨
○
弾
ご
Ｈ
・
侭
．
旨
．
冒
冨
戸
号
巨
圃
国
①
冒
風
ｏ
ｐ
ｇ
魑
己
噌
一
亘
〕
自
己
邑
旨
胃
愚
‐

八
Ｊ７

〃
、１

⑦
庁
戸
巨
冒
』
ず
①
い
め
ず
の
ロ
三
○
二
の
豆
『

侯
の
こ
の
要
求
の
孤
固
な
ら
こ
－
こ
に
關
し
ｒ
、
フ
リ
ダ
ク
使
節
は
帝
に
譜
を
送
り
（
一
六
八
六
年
一
月
六
日
付
‐
伯

林
發
）
曰
く
、
「
若
し
帝
に
し
て
、
こ
の
微
少
な
る
シ
ュ
ウ
イ
プ
ス
の
如
き
地
領
を
借
し
み
て
、
侯
山
要
求
を
斥
く
る

●

こ
さ
あ
ら
ば
、
常
然
侯
は
忽
ち
そ
の
態
度
を
鍵
じ
て
、
か
の
恐
る
べ
き
磁
力
な
る
國
王
（
註
、
佛
閲
西
王
を
謂
ふ
）
に

傾
く
可
し
」
（
大
意
）
さ
。
以
て
侯
の
弼
固
な
る
シ
レ
ジ
ア
の
シ
ュ
ウ
イ
プ
ス
地
領
要
求
を
知
る
叩
く
、
叉
同
時
に
算

Ｓｊｄ

信
忠
質
の
何
も
の
な
り
し
か
を
知
る
可
き
で
あ
る
。

こ
の
シ
ュ
ウ
ィ
プ
ス
地
領
繼
承
の
關
係
は
、
前
記
の
援
軍
契
約
の
常
時
に
於
て
、
終
始
雨
剛
闘
係
を
紛
糺
せ
し
め
、

躍
塞
侯
は
弧
硬
に
之
を
主
張
し
、
塊
國
は
援
軍
の
條
件
さ
し
て
地
領
を
割
譲
す
ろ
は
、
填
國
の
威
嚴
を
失
ふ
も
の
な
り

て
主
張
し
た
。
曰
く

日



と
し
て
、
こ
の
問
題
と
援
軍
と
を
、
別
個
の
義
一
こ
す
る
こ
↑
こ
を
主
張
し
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
プ
リ
ブ
ラ
ム
は
そ
の
著

フ
ラ
ン
一
プ
ン
プ
ル
グ
填
國
棚
係
史
」
第
六
一
頁
に
、
「
こ
の
状
況
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
尚
雨
國
間
の
援
軍
契
約
の

成
立
し
た
り
し
理
由
は
、
綣
励
東
方
土
耳
古
の
侵
入
ミ
西
方
佛
蘭
西
の
雁
迫
ミ
が
、
時
を
等
し
く
し
て
之
の
雨
幽
を
危

か
ら
し
め
た
こ
》
こ
に
在
る
」
《
ご
述
べ
て
居
る
。
然
る
に
事
賞
に
於
て
は
、
こ
の
地
領
繼
承
の
問
題
は
、
そ
の
裏
面
に
侯

刷
太
子
と
塊
國
こ
の
秘
密
條
約
生
ず
る
に
至
っ
て
解
決
し
、
は
じ
め
て
援
軍
契
約
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
壱
ご
槻
ろ
を
適

當
こ
す
る
。
則
ち
、
こ
の
秘
約
は
一
六
八
六
年
則
ち
援
軍
契
約
笠
年
一
月
二
十
六
日
一
Ｌ
於
け
る
、
「
侯
幽
太
子
の
繼
承

地
返
還
に
洲
す
る
交
渉
調
書
」
に
巾
り
て
、
明
か
に
し
得
べ
き
も
の
で
、
結
局
こ
の
秘
約
の
存
在
が
、
そ
の
表
面
に
於

て
シ
ュ
ウ
イ
プ
ス
讓
典
を
決
定
し
、
こ
の
決
定
が
選
暴
侯
を
し
て
援
篭
契
約
に
、
そ
の
所
謂
尊
信
忠
質
を
形
容
せ
し
め

た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

侯
國
太
子
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
は
、
煎
後
敷
回
に
亘
り
て
、
喚
國
使
節
フ
リ
ダ
ク
と
秘
密
に
會
見
し
、
秘
約
を
以
て
シ
レ

ジ
ア
地
領
繼
承
の
開
係
を
、
填
幽
一
こ
の
間
に
解
決
す
る
こ
↓
こ
・
こ
な
っ
た
。
則
ち
現
在
の
事
捕
に
於
て
は
、
援
軍
契
約
を

中
心
一
こ
す
る
雨
國
關
係
は
、
蓮
悪
侯
の
誕
硬
な
る
地
領
繼
承
の
要
求
に
對
し
て
、
喚
國
が
シ
ュ
ウ
ィ
ブ
ス
地
領
を
談
典

す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
到
底
和
親
同
淵
を
確
保
し
難
き
こ
－
ご
明
か
な
る
故
に
、
喚
幽
は
將
來
選
畢
侯
の
死
時
に
は
、
同

地
領
を
侯
刷
太
子
が
返
還
す
る
こ
一
こ
の
條
件
の
下
に
、
一
時
的
に
同
地
領
浄
讓
與
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
之
の
「
返
還

シ
レ
ジ
ア
地
領
総
承
の
關
係
四
七

、

（
一
一
一
）



シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
四
八

條
約
」
の
秘
密
契
約
を
以
て
、
一
面
侯
國
の
要
求
に
滿
足
》
笹
與
へ
、
一
面
填
國
の
威
嚴
を
傷
つ
け
ず
し
て
、
困
難
な
る

交
渉
を
進
渉
せ
し
む
る
唯
一
の
方
法
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
之
の
返
還
條
約
に
曰
く
、

皇
帝
レ
ォ
ポ
ル
ド
ミ
侯
鬮
太
子
プ
リ
ｉ
ド
，
と
｜
こ
の
間
に
、
皇
ウ
ィ
プ
ス
地
領
返
鐘
に
鯛
す
る
契
約
、
’

一
六
八
六
年
一
月
の
間
に
於
て
、
（
日
付
を
鉄
く
、
）
ｌ
今
や
藤
期
せ
ら
る
・
同
銀
が
、
た
蒙
一
に
臺
帝
及
帝
鰯

に
一
こ
り
て
の
み
な
ら
ず
、
殊
に
侯
國
に
と
り
て
、
最
高
に
有
慶
に
し
て
且
適
宜
な
る
こ
↓
こ
を
見
る
が
故
に
、
然
し

な
が
ら
、
こ
の
時
之
に
對
し
て
、
侯
國
太
子
の
父
選
畢
侯
に
於
て
、
全
然
到
底
取
除
き
難
く
要
求
さ
る
ゞ
シ
ュ
ウ

ィ
プ
ス
地
領
繼
承
の
件
が
、
支
障
を
來
す
こ
さ
を
見
る
が
故
に
、
該
シ
ュ
ウ
ィ
プ
ス
地
領
は
一
時
日
の
間
、
少
時

塊
國
よ
り
割
離
さ
る
、
も
の
一
こ
す
。
そ
の
代
り
に
侯
幽
太
子
は
こ
の
回
避
方
法
に
對
し
、
睡
く
黄
務
を
賀
ひ
、
且

つ
皇
帝
に
對
し
誓
約
す
る
に
、
次
の
事
を
以
て
す
。
則
ち
彼
の
父
の
死
後
に
於
て
、
該
シ
ュ
ウ
ィ
プ
ス
地
領
は
直

ち
に
再
び
割
雛
さ
る
べ
く
、
之
を
其
の
附
厩
雛
利
悉
く
一
こ
も
に
、
封
土
返
還
的
に
返
遼
さ
る
べ
く
、
喚
國
は
こ
の

２０

時
、
該
シ
ュ
ゥ
ィ
プ
ス
地
領
を
、
完
全
現
資
に
そ
の
領
有
に
再
び
歸
せ
し
む
云
々
」
・く

こ
の
秘
約
は
一
六
八
六
年
二
月
二
十
八
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
に
於
忙
調
印
締
結
さ
れ
、
（
メ
ル
ナ
ァ
文
書
集
、
第
二
八
五

瓢

項
、
ｌ
同
條
文
は
同
書
七
五
○
頁
、
附
録
第
十
四
に
あ
り
）
、
丁
度
一
個
月
を
経
て
皇
帝
ｓ
選
翠
侯
言
』
の
間
に
研

守
契
約
」
が
成
立
し
た
。
こ
の
防
守
契
約
の
中
に
は
、
シ
ュ
ウ
ィ
プ
ス
繼
承
の
代
り
に
、
前
記
の
イ
エ
ゲ
ル
ン
ド
ル
フ

其
の
他
地
領
繼
承
椛
の
放
棄
を
記
し
‐
且
つ
注
意
す
べ
き
は
、
「
秘
密
一
般
的
防
守
同
盟
」
と
蕪
し
て
、
二
十
年
間
の

鋤

契
約
を
明
記
し
、
叉
特
に
佛
蘭
西
對
抗
の
意
識
を
記
し
た
事
で
あ
る
（
メ
ル
ナ
ァ
文
書
集
第
二
八
六
項
）
罫
フ
ン
ケ
は



こ
れ
に
就
て
述
べ
て
曰
く
、
「
総
て
の
猫
逸
及
び
欧
洲
に
於
け
る
機
會
に
於
て
、
填
國
さ
共
同
の
事
項
を
な
す
可
く
、

ｊ蝿く

叉
特
に
常
時
フ
ァ
ル
ヅ
に
對
す
る
佛
蘭
西
の
腰
迫
に
對
抗
す
べ
く
」
｛
ご
・

選
畢
侯
は
シ
ュ
ウ
ィ
プ
ス
地
領
を
、
塊
國
が
讓
興
し
た
る
を
以
て
大
に
満
足
一
こ
し
、
更
に
新
た
に
佛
蘭
西
に
對
抗
す

る
塊
國
一
こ
の
共
同
行
動
を
始
む
る
に
至
っ
た
が
、
侯
は
終
に
そ
の
死
に
至
る
ま
で
、
侯
太
子
さ
塊
國
さ
の
間
の
返
還
契

約
の
秘
密
に
至
っ
て
は
、
少
し
も
知
る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
と
思
は
れ
る
。
或
は
‐
侯
が
若
し
こ
の
秘
約
を
知
り
た
り

し
↑
こ
て
も
、
挫
塞
侯
の
從
來
の
政
策
に
照
し
見
る
時
は
、
且
つ
當
時
の
國
際
開
係
の
不
定
不
信
常
な
き
に
照
す
時
は
、

侯
は
恐
ら
く
之
に
對
し
臨
機
の
庭
理
に
於
て
、
そ
の
返
還
の
時
日
に
、
返
還
の
事
資
を
否
定
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
『
こ

思
は
れ
る
。
賃
に
侯
太
子
彼
自
身
さ
へ
も
，
後
日
こ
の
返
還
を
百
方
に
回
避
せ
ん
ざ
し
て
、
術
策
を
回
ら
し
た
の
で
あ

る
。
而
し
て
侯
が
對
佛
蘭
西
策
を
喚
國
と
共
同
す
る
に
至
っ
た
一
こ
は
謂
へ
、
そ
の
態
度
は
猶
未
充
分
に
明
白
な
ら
ざ
る

も
の
が
あ
っ
た
事
は
、
プ
リ
愛
ク
使
節
が
皇
帝
に
致
せ
る
一
六
八
六
年
十
一
月
二
十
九
日
の
響
簡
に
於
て
、
之
を
窺
知

す
る
こ
さ
が
出
來
る
。
曰
く
、
「
佛
閲
西
の
側
よ
り
瑞
典
に
通
告
せ
る
一
こ
こ
ろ
に
由
れ
ば
、
選
塞
侯
は
佛
蘭
西
が
前
約

の
軍
資
の
残
除
を
支
挑
ひ
、
且
外
Ｅ
一
十
高
タ
ー
レ
ル
の
軍
資
を
供
給
す
る
こ
と
を
條
件
一
こ
し
て
、
佛
蘭
酉
こ
一
瞬
接

近
せ
る
同
臘
を
結
ば
ん
と
試
み
居
る
も
の
の
如
し
。
侯
は
余
に
誓
っ
て
、
斯
く
の
如
き
は
全
く
虚
償
の
風
聞
に
過
ぎ
す

ぎ
言
へ
り
」
《
こ
。
更
に
同
使
節
が
翌
年
一
六
八
七
年
一
月
十
七
日
付
皇
帝
に
致
せ
る
書
簡
に
、
侯
國
軍
が
土
耳
古
さ
の

湖く

休
戦
の
こ
さ
を
記
せ
る
も
の
に
於
て
も
、
之
を
知
る
こ
一
こ
が
出
來
る
。

前
記
「
防
守
契
約
」
を
再
び
確
認
す
る
ざ
こ
ろ
の
締
約
は
、
更
に
同
年
一
六
八
六
年
五
月
七
日
に
成
立
し
、
二
十
年

シ
レ
ジ
ア
帥
領
鍵
承
の
鬮
慌
四
九

”



新
選
翠
侯
フ
リ
イ
ド
リ
ビ
三
世
（
後
の
國
王
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
一
世
）
は
、
諸
國
さ
の
平
和
關
係
の
維
持
を
主
さ
し
、

或
は
波
關
、
瑞
典
、
丁
株
価
英
蘭
、
和
蘭
等
ご
和
親
の
條
約
を
結
び
、
或
は
猫
逸
諸
侯
ハ
ノ
オ
フ
エ
ル
、
ヘ
ッ
セ
ン
、

サ
ク
ゼ
ン
等
さ
同
盟
し
、
殊
に
澳
國
に
對
し
て
は
、
そ
の
「
返
還
契
約
の
當
時
に
彼
が
示
せ
る
態
度
を
持
績
し
て
、
對

土
耳
古
戦
に
援
兵
を
塗
り
、
専
ら
蝋
國
さ
の
同
盟
を
嘘
固
な
ら
し
め
む
こ
さ
を
期
し
て
居
た
。
即
位
の
前
（
一
八
六
八

シ
レ
ジ
ア
地
噸
総
承
の
關
係
五
○

Ｊ

唖
郡

間
の
同
鵬
が
結
ば
れ
た
が
、
之
に
對
し
皇
帝
は
シ
ュ
ウ
イ
ブ
ス
地
領
讓
與
に
開
す
る
叙
封
書
を
明
か
に
し
、
以
て
選
畢

侯
を
し
て
安
堵
せ
し
む
る
虎
が
あ
っ
た
。
斯
く
て
侯
國
の
帝
國
に
對
す
る
、
猫
逸
史
家
の
所
謂
尊
信
ざ
忠
箪
こ
は
、
シ

レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
開
係
に
於
て
、
そ
の
意
義
一
へ
』
程
度
一
こ
を
明
か
に
し
、
し
か
も
選
畢
侯
は
其
の
後
こ
の
誓
約
に
必
し

も
忠
資
な
ら
ざ
る
こ
一
こ
、
前
記
の
フ
リ
ダ
ク
書
簡
に
見
る
が
如
く
で
あ
っ
た
。
而
し
て
こ
の
對
佛
蘭
西
策
は
侯
の
死
に

至
る
ま
で
、
猫
他
の
條
件
の
も
さ
に
、
そ
の
本
来
の
不
確
定
を
繼
績
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
就
き
プ
リ
プ

ラ
ム
は
述
べ
て
曰
く
「
選
躯
侯
は
こ
の
締
約
の
後
、
僅
に
二
個
年
に
し
て
腰
し
た
。
彼
は
こ
の
生
涯
の
終
を
、
ル
イ
王

に
對
す
る
戦
備
の
た
め
に
利
用
し
た
。
甚
し
く
厘
々
種
々
な
る
状
勢
に
雁
じ
て
、
そ
の
爲
に
同
盟
側
の
佛
蘭
西
王
さ
の

戦
は
、
同
王
さ
同
盟
せ
る
英
國
王
（
註
ジ
エ
ム
ス
ニ
世
を
諸
ふ
）
の
瑳
跣
を
ま
っ
て
始
む
る
を
可
一
こ
さ
れ
て
居
た
（
註

ア
ゥ
グ
ス
プ
ル
グ
同
盟
）
・
一
六
八
八
年
の
初
め
、
ウ
イ
ル
ャ
ム
（
註
オ
レ
ン
ヂ
公
）
の
英
國
侵
略
の
終
了
は
準
備
さ

“

れ
た
。
恰
も
其
の
時
に
、
選
畢
侯
は
段
し
た
」
さ
。

'〆角、

四
一

ロ



年
六
月
二
十
四
日
）
の
皇
帝
へ
の
書
翰
に
は
，
跡
を
諾
し
て
填
國
雲
こ
の
同
盟
を
幸
禰
さ
す
る
の
意
を
述
蓉
て
居
る
。

「
吾
父
が
幸
に
完
成
せ
る
同
脱
に
對
し
、
余
が
い
か
に
喜
悦
を
感
ず
る
か
は
、
鑛
舌
に
講
し
難
く
・
余
は
こ
”
に

筒
之
に
附
き
て
確
言
し
、
且
陛
下
に
最
も
忠
實
に
證
言
せ
ん
ざ
す
る
こ
さ
は
、
則
ち
余
は
雨
國
の
間
に
齋
ら
さ
れ

た
ろ
信
頼
ざ
了
解
ざ
を
、
屑
一
層
確
固
た
ら
し
め
、
常
久
に
之
を
維
持
す
る
こ
一
こ
以
外
に
は
、
何
等
の
希
望
も
無

き
こ
さ
な
い
。
而
し
て
余
は
今
後
も
從
來
の
如
く
、
陛
下
に
對
し
余
の
敬
服
ざ
、
不
愛
の
責
務
を
負
ふ
貢
献
さ

め鰹

を
、
力
を
謡
し
て
逢
行
し
、
何
も
の
も
之
に
峡
く
一
こ
こ
ろ
な
き
を
期
す
云
々
。
」

ｓ
、
然
る
に
侯
刷
四
周
の
形
勢
こ
、
新
選
繋
侯
の
性
格
一
こ
、
殊
に
溌
畔
の
常
態
の
政
策
一
、
』
は
、
之
の
言
明
を
悉
く
無

意
義
な
ら
し
め
、
所
謂
尊
信
忠
實
の
意
義
を
明
か
に
す
る
に
至
っ
た
。
則
ち
シ
ュ
ウ
ィ
プ
ス
地
領
返
還
の
拒
否
「
返
還

契
約
」
の
不
履
行
不
誠
賛
で
あ
る
。

常
畔
佛
蘭
西
の
レ
ュ
ニ
オ
ン
策
は
、
ケ
ル
ン
傾
有
の
問
題
を
中
心
一
こ
し
て
、
猫
逸
諸
侯
に
脅
迫
し
、
獅
逸
諸
公
は
之

に
對
し
到
底
一
致
し
て
當
る
の
形
勢
な
く
、
填
國
は
東
方
に
專
に
し
て
西
方
を
顧
み
る
こ
さ
少
な
く
ｂ
丁
抹
さ
瑞
典
一
こ

は
シ
ュ
レ
ス
ウ
ィ
ヒ
併
有
に
棚
し
て
顎
ひ
、
之
の
間
に
在
り
て
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
グ
は
孤
立
に
し
て
、
し
か
も
有
利
な

る
位
置
を
有
し
、
塊
國
へ
』
は
同
盟
し
な
が
ら
、
佛
蘭
酉
こ
は
好
か
ら
ざ
れ
さ
も
少
く
も
平
和
な
る
開
係
に
立
ち
、
畢
寛

決
定
投
票
的
位
置
を
持
す
る
こ
↓
二
を
得
て
、
佛
蝋
雨
幽
の
間
に
介
在
し
た
。
結
局
こ
の
形
勢
は
侯
國
政
策
の
不
確
定
を

〆
、２９

招
來
し
、
延
い
て
シ
ュ
ウ
ィ
プ
ス
地
領
返
還
契
約
の
不
履
行
を
敢
て
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ
ー

シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
五
一

〔
Ｈ
Ｈ
ノ
ｒ
、
１

●



シ
レ
ジ
ア
餓
齋
臓
謹
承
の
關
係
五
二

Ｏ３ｆｐ

稚
王
の
「
政
治
訓
諭
」
を
見
る
に
．
特
に
教
ふ
る
に
「
有
利
の
情
勢
」
さ
、
そ
の
「
機
會
」
さ
を
見
逃
さ
ぬ
こ
一
こ
を
以

て
、
外
交
策
の
眞
髄
一
こ
せ
る
こ
－
こ
は
、
こ
の
シ
ュ
ウ
イ
プ
ス
地
領
繼
承
の
關
係
に
於
て
も
、
頗
る
露
骨
に
表
現
さ
れ
、

返
還
契
約
を
無
幌
せ
ん
一
こ
し
て
紗
か
ら
ず
填
國
を
苦
し
め
た
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
は
常
時
の
常
態
な
り
ざ
は
謂
な

が
ら
、
所
謂
プ
ロ
イ
セ
ン
國
の
帝
國
及
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
家
に
對
す
る
尊
信
こ
忠
資
さ
は
、
全
く
そ
の
意
を
成
さ
ざ
る
も

の
で
あ
る
こ
一
ご
老
知
ら
し
む
。
政
治
訓
諭
の
原
文
に
曰
く
。

ご
ｌ
ｍ
回
〕
⑦
旨
①
の
里
①
鴨
昌
鼻
目
厚
署
閂
冒
侭
冒
⑦
巨
閏
少
ぐ
函
昌
品
①
関
⑦
侭
ロ
①
管
１
口
昌
呂
①
号
切
冨
昏
呂

旦
の
ｐ
ご
く
騨
魚
耐
冒
、
⑦
、
Ｈ
津
涼
ご
薯
一
門
具
Ｑ
戸
獄
。
｝
〕
ぬ
の
尋
一
鵠
の
国
ご
”
沖
①
》
Ｈ
①
＆
一
○
一
〕
、
。
⑦
如
言
芹
①
Ｈ
①
鵠
一
汁
房
〕
旨
旦
①
ｇ
Ｈ
ｐ
房
尉
①
胡
①
Ｑ
①
切

国
目
ｍ
①
い
①
境
爵
言
冒
⑦
）
煙
ご
呂
冒
昌
号
獄
ｇ
量
。
冨
飼
呂
崔
ご
需
房
鴨
昌
①
篇
目
宮
◎
豆
Ｈ
扇
屋
ロ
ロ
毎
局
戸
興
昏
ご
号
冒
①
ｇ
ｇ
閏

農
醗
箸
。
旨
き
品
・
目
己
藝
。
『
農
２
口
品
曾
員
豊
里
昌
目
・
品
§
ｇ
、
：
、
、
ｌ
“
昌
冒
弓
。

Ｈ
①
。
言
弓
農
昌
言
鼻
》
’
’
’
○
ヶ
①
甸
哩
①
こ
］
員
。
冨
旨
ｑ
①
】
〕
丙
嵐
品
門
昌
待
①
冒
菖
夢
旦
８
口
○
ｇ
ウ
①
評
岸
嘩
ご
麗
函
ｇ
ざ
胃

函
の
ロ
ロ
①
ロ
甸
耗
一
＠
口
①
ご
）
。
ｇ
禽
画
画
。
一
〕
唇
Ｃ
Ｏ
毎
ぐ
。
昼
①
Ｈ
〉
①
言
．
○
国
禽
閏
己
臼
。
ｏ
宮
、
画
⑦
国
冨
⑦
唖
少
ぐ
騨
昌
洩
頤
①
侭
口
閏
尋
⑦
号
⑦
届

の
匙
①
頤
①
ロ
辱
臥
斥
麺
ロ
ロ
①
己
君
①
ａ
⑦
》
⑦
言
．
ご

前
記
の
皇
帝
へ
の
書
翰
に
拘
は
ら
す
、
即
位
の
後
の
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ
三
世
は
、
そ
の
「
有
利
な
る
情
勢
」
さ
「
機

會
」
を
捉
へ
て
、
之
を
そ
の
平
和
の
手
段
の
中
に
完
成
せ
ん
こ
一
こ
に
汲
糞
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
侯
は
何
等
か
の
方
法

に
由
て
、
シ
ュ
ゥ
ィ
プ
ス
返
還
の
義
務
を
空
無
に
せ
ん
た
め
に
、
そ
の
機
會
を
窺
っ
て
居
た
。
然
る
に
こ
ゞ
に
侯
に
と

り
て
二
つ
の
好
適
な
る
術
策
の
端
緒
が
あ
る
。
そ
の
一
は
、
佛
蘭
西
勢
力
の
東
漸
に
對
し
て
、
塊
國
が
猫
逸
諸
侯
の
一

⑤



致
共
同
協
力
を
必
要
さ
す
る
事
急
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
其
の
二
は
、
さ
き
の
一
六
八
六
年
三
月
廿
二
日
の
防
守
同
盟

條
約
中
に
（
其
の
鯖
十
七
條
）
、
侯
及
そ
の
先
代
が
、
皇
帝
繼
位
の
場
合
に
は
、
常
に
皇
帝
の
意
志
を
尊
重
し
‘
ハ
プ

ス
プ
ル
ク
家
系
の
繼
練
を
主
張
す
べ
し
さ
す
る
こ
さ
の
あ
る
事
で
あ
る
。

伽
蘭
幽
仁
對
し
て
は
、
侯
は
そ
の
軍
黄
支
柳
の
誘
に
從
っ
て
擬
近
を
試
み
、
以
て
塊
幽
に
危
慎
を
抱
か
し
め
、
皇
帝

が
其
の
子
ヨ
ゼ
フ
を
後
繼
さ
定
む
る
こ
↓
こ
の
同
意
に
對
し
て
は
、
頗
る
不
明
瞭
な
る
態
度
を
持
し
、
か
く
て
数
年
に
し

て
選
繋
侯
幽
の
態
度
は
、
全
く
「
返
還
契
約
」
と
伺
脱
雲
こ
の
時
代
、
則
ち
前
選
塞
侯
段
時
前
後
の
態
塵
こ
は
、
頗
る
鍵

化
せ
る
も
の
な
っ
た
の
で
あ
る
。
強
暴
侯
Ｅ
こ
っ
て
は
、
上
記
の
情
勢
ご
條
件
さ
を
有
利
に
導
き
、
機
會
を
捉
へ
て
以

て
そ
の
狡
婿
な
る
政
策
を
行
は
ん
ざ
す
る
の
で
あ
る
。
プ
リ
プ
ラ
ム
及
び
レ
デ
プ
ウ
ル
な
き
は
こ
の
黙
に
つ
き
て
記
す

、“

さ
こ
ろ
殆
無
く
、
レ
デ
ブ
ウ
ル
の
如
き
は
、
「
侯
の
度
変
の
約
束
に
反
す
る
動
描
の
理
由
は
，
何
人
に
も
全
く
解
藤
し

，２“

難
き
も
の
が
あ
る
云
々
」
、
↓
ミ
言
っ
て
居
る
が
、
こ
の
不
可
解
は
吾
等
に
一
へ
〕
り
て
は
、
直
ち
に
了
解
し
う
る
虎
で
あ

る
。
何
等
の
道
義
的
内
容
無
き
も
の
が
、
そ
の
始
ん
さ
総
て
で
あ
っ
た
常
時
の
條
約
誓
言
、
而
し
て
、
猫
逸
諸
侯
か
帝

國
及
び
宗
家
に
對
し
て
、
何
等
の
尊
信
ご
忠
質
さ
を
有
し
て
ゐ
な
か
っ
た
當
時
に
在
っ
て
、
侯
の
如
き
性
絡
の
人
が
そ

の
態
度
を
凝
更
し
暖
昧
ご
す
る
こ
さ
は
、
寧
ろ
正
に
然
る
可
き
も
の
一
ご
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
侯
が
返
還
誓
約
を
空
無

な
ら
し
め
む
一
こ
し
、
且
佛
関
西
に
接
近
し
て
塊
國
に
背
く
の
態
度
を
示
し
た
り
し
も
の
は
、
一
方
に
於
て
プ
ロ
イ
セ
ン

王
位
の
要
求
を
な
す
が
篤
で
あ
る
。
則
ち
シ
ュ
ウ
ィ
ブ
ス
地
領
か
王
位
か
の
問
題
を
、
魂
幽
に
提
示
す
る
の
で
あ
る
。

一
六
九
二
年
ハ
ノ
オ
フ
エ
ル
が
選
畢
侯
幽
を
建
立
し
た
り
し
時
、
同
國
さ
親
交
あ
り
し
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
グ
選
鴎
侯

シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
五
三



一
六
九
三
年
三
月
選
繋
侯
は
、
途
に
塊
國
の
度
々
の
要
求
に
動
か
さ
れ
て
、
對
土
耳
古
援
兵
の
約
を
結
ぶ
に
至
っ
た

３ 廷
ノ３

が
、
こ
の
條
約
に
於
て
は
、
シ
ュ
ゥ
ィ
プ
ス
地
領
返
還
の
問
題
に
は
全
く
鰯
る
ゞ
｝
こ
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
然
る
に
侯
を

し
て
こ
の
締
約
を
決
意
せ
し
め
た
り
し
は
、
猫
逸
内
に
於
け
る
侯
幽
の
位
置
が
、
孤
立
し
て
無
援
に
賂
ら
む
さ
し
、
伽

シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
五
四

は
、
常
時
對
土
耳
古
援
兵
に
開
し
て
填
國
の
要
求
を
拒
む
で
居
た
が
、
塊
幽
は
こ
の
態
度
に
糊
し
て
、
近
き
將
來
に
同

國
が
何
等
か
の
要
求
、
そ
れ
は
當
然
ハ
ノ
オ
フ
ェ
ル
の
昇
格
ざ
對
し
て
、
王
位
の
要
求
で
あ
る
べ
き
も
の
を
、
提
出
す

る
な
ら
む
き
知
っ
て
居
た
。
賞
に
こ
の
要
求
は
唯
時
の
問
題
に
厨
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
プ
リ
プ
ラ
ム
は
そ
の
著
（
前

掲
）
第
一
七
○
頁
に
記
し
て
曰
く
、

「
レ
オ
ポ
ル
ド
帝
は
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
選
畢
侯
の
要
求
を
、
恐
れ
て
居
た
。
こ
れ
は
理
由
あ
る
事
で
あ
る
。
ハ
ノ
オ

フ
ェ
ル
の
成
功
は
選
塞
侯
に
示
す
に
、
若
し
人
が
適
宣
な
機
曾
を
利
用
せ
ば
、
ウ
ィ
ン
に
て
は
思
は
ざ
る
效
果
を

收
め
得
る
も
の
で
あ
る
こ
一
こ
を
以
て
し
た
。
侯
に
一
こ
り
て
は
對
土
耳
古
援
兵
に
開
す
る
交
渉
に
於
て
、
之
を
爲
し

得
る
ざ
専
ら
ベ
ル
リ
ン
に
て
は
期
待
さ
れ
て
居
た
。
云
々
」

さ
、
土
耳
古
の
事
あ
り
、
佛
蘭
西
侵
入
の
こ
↓
こ
あ
り
、
而
し
て
皇
位
繼
承
の
事
あ
り
、
シ
ュ
ウ
プ
ス
地
領
返
還
を
無

覗
し
、
之
を
代
催
室
こ
し
て
王
位
の
要
求
を
な
さ
ひ
一
こ
す
る
に
は
、
最
も
「
有
利
な
る
狄
勢
」
に
し
て
、
そ
の
「
機
命
」

を
與
ふ
る
も
の
で
あ
る
。

（
五
）



蘭
西
さ
侯
型
こ
の
親
和
が
、
頗
る
悪
し
き
批
評
を
う
け
居
た
り
し
篤
で
あ
る
一
ご
同
時
に
、
侯
が
頼
み
一
こ
せ
る
英
國
は
、

３４

議
會
の
紛
糺
に
專
ら
に
し
て
、
何
等
佛
関
西
か
牽
制
す
る
仁
至
ら
ざ
り
し
偽
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
條
約
を
期
さ
し
て
、

こ
の
情
勢
は
更
に
侯
を
し
て
終
に
シ
ュ
ウ
イ
プ
ス
返
還
の
己
む
を
得
ざ
る
を
知
ら
し
め
、
一
六
九
四
年
十
二
月
二
十

日
に
至
っ
て
、
侯
が
長
く
契
約
を
無
幌
し
居
た
る
シ
ュ
ウ
ィ
プ
ス
地
領
は
、
結
局
塊
國
に
返
還
す
る
こ
さ
、
な
っ
た
、

賞
に
前
選
塞
侯
の
死
時
、
而
し
て
今
の
侯
が
返
還
を
誓
約
し
て
か
ら
、
殆
七
個
年
を
經
過
し
て
、
始
め
て
履
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
返
還
決
定
の
條
約
の
文
語
に
曰
く
、
「
シ
ュ
ウ
ィ
プ
ス
地
領
の
再
引
渡
し
、
之
は
返
還
の
契
約
に
從
ふ

も
の
に
し
て
、
之
に
就
て
は
誓
約
し
た
る
こ
一
こ
を
想
起
す
る
に
由
っ
て
、
侯
は
同
意
を
表
明
す
云
産
－
ご
・
侯
は
七
個

年
、
其
の
返
還
の
約
を
無
覗
し
つ
、
、
今
こ
ゞ
に
そ
の
誓
約
を
想
起
し
た
る
の
窓
で
あ
る
。
如
何
に
そ
の
契
約
云
々
の

く ５３

過
去
が
、
道
義
的
に
空
虚
で
あ
っ
た
か
は
驚
く
可
き
も
の
が
あ
る
。

然
し
な
が
ら
侯
國
の
填
國
仁
對
す
る
棚
係
は
、
猶
未
和
解
せ
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
其
一
は
槻
剛
が
侯
剛
の
要
求
す
る

プ
ロ
イ
セ
ン
王
號
を
承
認
せ
ざ
る
も
の
あ
る
が
爲
で
あ
り
、
其
二
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
位
繼
承
に
開
し
て
、
塊
國
が
そ

の
保
護
の
下
に
ザ
ク
ゼ
ン
公
を
し
て
兼
ね
し
む
る
こ
一
こ
を
、
侯
幽
が
喜
ば
ざ
る
爲
で
あ
り
心
其
三
は
、
メ
ク
レ
ン
プ
ル

グ
公
位
繼
承
に
開
し
、
〃
填
國
が
侯
國
の
主
張
す
る
《
こ
こ
ろ
を
無
覗
せ
る
が
爲
で
あ
っ
た
。
今
こ
れ
ら
の
詳
細
の
説
明
は

省
略
す
。
一
六
九
五
年
七
月
十
一
日
侯
國
は
突
如
さ
し
て
、
瑞
典
さ
防
守
同
盟
を
結
ん
だ
が
、
其
の
條
約
中
の
秘
約
に

３６

於
て
、
雨
國
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
位
繼
承
に
開
し
、
將
來
共
同
し
て
填
國
の
政
策
に
反
對
す
る
こ
さ
を
約
し
て
居
る
。
尚

叉
侯
は
再
び
伽
関
西
に
接
近
せ
ん
こ
と
を
試
み
、
以
て
一
層
塊
國
に
反
對
し
，
之
を
牽
制
せ
ん
と
す
る
策
を
採
っ
た
。

シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
五
五



シ
レ
ジ
ア
地
填
譲
承
の
關
係
五
六

レ
デ
プ
ゥ
ル
が
其
の
箸
、
前
掲
第
四
一
○
頁
に
、
一
六
九
七
年
六
月
二
十
一
日
付
の
侯
の
書
翰
を
引
用
せ
る
も
の
を
見

る
に
、
佛
蘭
西
と
の
接
近
に
淵
し
て
侯
は
こ
れ
を
，
「
唯
皇
帝
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
新
王
の
援
助
を
以
て
、
何
事
か
吾
等
に

不
利
益
を
典
ふ
る
場
合
の
、
支
持
者
を
得
る
」
に
在
り
一
こ
し
て
居
る
。
則
ち
侯
幽
の
政
策
は
、
唯
一
時
の
方
便
に
過
ぎ

ざ
る
も
の
で
、
必
ず
や
忽
ち
更
に
聴
換
し
來
る
も
の
で
あ
る
事
．
殊
に
之
の
時
代
に
於
け
る
國
際
棚
係
の
、
鍵
遷
極
ま

る
と
こ
ろ
な
き
も
の
の
一
例
で
あ
る
。

果
し
て
波
蘭
に
恢
遣
せ
一
や
侯
幽
軍
隊
が
、
エ
ル
ピ
ン
グ
ぞ
占
領
し
て
塊
図
の
抗
議
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
填
國
が
戦

備
を
行
ふ
や
、
侯
幽
は
波
蘭
よ
り
賠
償
を
得
る
こ
と
を
條
件
と
し
て
撤
兵
し
、
忽
ち
に
し
て
笠
一
七
○
○
年
一
月
二
十

三
日
波
蘭
と
攻
守
同
盟
を
結
び
、
し
か
も
こ
の
攻
守
同
盟
は
、
さ
き
に
侯
國
が
同
服
約
を
結
べ
る
瑞
典
に
對
す
る
も
の

３７〆ｔ

で
あ
っ
た
。
斯
く
の
如
き
は
そ
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
、
填
國
を
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
王
位
を
承
諾
せ
し
む
る
一
に
在
っ
た

こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
無
い
。
こ
の
時
恰
か
も
一
六
九
七
年
十
月
の
ラ
イ
ス
ワ
ィ
ク
卒
和
締
約
後
、
列
國
は
將
に
來
る
べ

き
西
班
牙
王
位
繼
承
の
謡
を
豫
想
し
て
、
秘
か
に
西
班
牙
領
土
分
割
を
企
て
、
填
剛
の
意
に
反
す
る
も
の
が
あ
っ
た
た

め
に
、
填
國
も
亦
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
グ
の
援
助
を
希
望
し
つ
ゞ
あ
り
、
こ
の
こ
一
こ
は
フ
リ
イ
ド
リ
ヒ
選
羅
侯
に
對
し
、

一
翠
に
し
て
填
國
を
し
て
プ
《
ロ
ィ
セ
ン
王
位
を
承
諾
せ
し
む
る
に
、
好
機
會
を
提
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

然
る
に
侯
幽
に
一
こ
り
て
不
幸
に
も
、
列
國
間
に
於
け
る
そ
の
開
係
は
困
難
な
る
も
の
が
あ
る
。
若
し
侯
幽
を
し
て
王

位
承
諾
を
得
し
め
、
明
白
に
填
國
の
同
盟
者
さ
な
る
時
は
、
西
班
牙
王
位
繼
承
の
問
題
を
中
心
一
こ
す
る
西
欧
諸
國
と
、

争
覇
の
戦
を
始
む
ら
の
決
意
を
要
し
・
叉
若
し
王
位
承
認
に
成
功
せ
ざ
る
場
合
に
於
て
は
、
こ
の
場
合
に
於
て
も
、
既



⑪

に
塊
國
と
の
接
近
に
由
り
て
既
に
西
欧
諸
幽
一
こ
の
棚
係
は
孤
立
に
し
て
、
何
等
塊
國
の
眠
腫
に
牽
制
を
典
ふ
べ
き
方
法

を
得
る
一
二
）
が
な
い
。
斯
く
の
如
く
し
て
侯
國
の
方
策
は
、
こ
ゞ
に
全
く
南
面
的
な
る
欺
朧
の
外
交
、
則
ち
常
時
に
於

て
は
決
し
て
そ
の
例
少
か
ら
ざ
り
し
も
の
に
、
歸
す
る
の
外
な
き
こ
さ
、
な
っ
た
。
則
ち
一
面
に
於
て
は
、
塊
國
に
接

近
し
て
王
位
を
要
求
し
、
同
時
に
西
班
牙
王
位
繼
氷
戦
に
填
剛
援
助
の
単
を
出
し
。
一
面
に
於
て
は
、
佛
蘭
西
王
に
使

孝
過
し
て
、
告
ぐ
る
に
侯
國
が
來
ろ
可
き
戦
争
に
，
全
く
中
立
を
守
る
べ
き
事
を
以
て
し
た
の
で
あ
る
。
プ
リ
プ
ラ
ム

は
之
を
説
い
て
、
常
時
の
侯
の
閲
難
な
る
状
態
は
，
正
に
王
位
の
要
求
さ
へ
も
、
一
時
全
く
放
棄
せ
ん
一
こ
す
る
ま
で
で

あ
っ
た
一
へ
）
記
し
て
居
る
（
同
前
掲
書
第
一
七
七
頁
参
照
）
・

「
彼
は
雨
側
に
向
っ
て
滿
足
猪
與
へ
む
一
こ
し
、
塊
帝
と
の
謹
延
せ
る
交
渉
が
、
何
等
か
の
效
果
を
見
出
す
に
至
る
ま

で
は
、
佛
蘭
幽
王
に
向
っ
て
決
定
的
な
る
言
明
を
差
控
へ
む
一
こ
し
た
」
《
こ
は
、
等
し
く
プ
リ
プ
ラ
ム
の
記
す
一
こ
こ
ろ
で

あ
る
（
同
書
第
一
八
四
頁
）
・
侯
は
雨
端
的
外
交
に
由
っ
て
王
位
の
要
求
を
成
立
せ
し
む
る
一
こ
同
時
に
、
西
班
牙
王
位

繼
承
戦
役
の
渦
中
に
入
ら
ざ
ら
む
こ
一
亘
を
欲
し
、
首
鼠
雨
端
唯
時
日
を
遥
延
し
て
、
填
國
が
窮
迫
し
て
終
に
侯
幽
の
援

助
、
否
む
し
ろ
そ
の
決
定
的
態
度
を
必
要
さ
す
る
一
Ｌ
至
っ
て
、
一
畢
に
王
位
を
進
得
せ
ん
一
こ
す
る
の
で
あ
る
。
佛
蘭
画

に
附
随
す
る
こ
↓
こ
は
最
安
全
な
れ
き
も
、
從
來
の
喚
國
と
の
棚
係
及
澗
逸
内
諸
侯
間
の
孤
立
無
援
を
恐
れ
、
且
つ
シ
ュ

ウ
ィ
プ
ス
地
領
返
還
の
交
渉
を
遷
延
せ
し
め
て
要
求
し
た
る
プ
画
イ
セ
ン
王
號
は
、
侯
に
と
り
て
今
や
そ
の
最
も
欲
す

る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
ｏ
侯
は
填
國
に
送
れ
る
使
節
琴
ハ
ル
ト
ロ
デ
ィ
に
、
王
位
の
如
き
コ
タ
ー
レ
ル
を
も
要
せ
ざ

る
し
も
の
を
、
填
國
が
組
否
し
、
而
し
て
援
兵
同
臘
竿
ぞ
侯
幽
に
要
求
す
る
は
、
除
り
に
過
重
の
要
求
で
あ
る
一
こ
し
、

シ
レ
ジ
ア
地
領
籠
承
の
關
係
五
七



一
六
九
九
年
カ
ァ
ロ
ゥ
ィ
ヅ
平
和
約
を
以
て
、
填
國
は
東
方
土
耳
古
の
鯛
よ
り
安
泰
な
る
に
至
っ
た
が
、
西
方
に
在

り
て
は
、
一
七
○
○
年
西
班
牙
王
チ
ャ
ー
ル
ス
ニ
世
段
し
て
、
遺
言
に
佛
蘭
西
王
の
要
求
を
承
認
し
、
塊
國
の
希
望
は

全
く
失
敗
に
歸
し
た
。
こ
の
事
は
從
來
填
國
が
力
を
議
し
て
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
グ
を
同
盟
者
た
ら
し
め
た
る
そ
の
苦
努

を
空
虚
な
ら
し
め
、
同
時
に
侯
國
を
し
て
そ
の
喚
國
接
近
に
開
す
る
苦
心
を
、
徒
勢
た
ら
し
む
る
が
如
き
結
果
ざ
な
っ

た
。
唯
残
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
位
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
侯
國
の
剛
際
位
置
は
、
決
し
て
王
號
を
以
て

シ
レ
ジ
ア
甑
領
繼
承
の
關
係
五
八

急
速
に
塊
國
を
動
か
し
て
王
位
を
承
認
せ
し
む
く
し
言
ｃ
命
じ
た
。

斯
く
て
侯
幽
の
南
端
的
外
交
は
、
終
に
填
國
を
し
て
そ
の
不
決
定
の
態
度
に
對
す
る
危
倶
に
堪
ざ
ら
し
め
た
。
一
七

○
○
年
十
一
月
に
及
び
、
雨
國
の
間
に
は
秘
約
締
結
を
見
る
に
至
り
、
侯
國
は
填
國
さ
共
同
の
行
動
を
、
西
班
牙
王
位

３８

繼
承
の
霧
に
取
る
べ
き
を
約
し
、
皇
帝
は
侯
幽
に
許
す
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
號
を
以
て
す
る
こ
と
ｓ
な
っ
た
ｏ
侯
は
シ
ュ

ゥ
ィ
プ
ス
地
領
返
還
契
約
を
無
覗
し
、
之
を
代
償
一
こ
し
て
要
求
し
居
た
る
王
位
を
得
る
に
至
っ
た
が
、
之
れ
賞
に
皇
帝

が
侯
國
に
感
謝
し
、
或
は
そ
の
功
を
無
し
て
許
し
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
専
ら
雨
國
の
交
渉
、
し
か
も
プ
ラ
ン
デ

ン
プ
ル
グ
侯
幽
の
帝
國
及
び
ハ
プ
ス
プ
ル
グ
家
に
對
す
る
、
不
尊
信
と
不
忠
賞
と
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
る
も
の
で
あ

る
。
誰
人
か
之
の
シ
レ
ジ
ャ
ー
地
領
繼
承
開
係
の
史
資
を
槻
て
、
之
を
以
て
奪
信
さ
忠
資
な
り
一
こ
す
る
も
の
あ
ら
ん

や
。

（
｛
ハ
）



安
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
レ
デ
プ
ウ
ル
は
其
の
薯
前
掲
の
も
の
に
曰
く
、

「
フ
リ
ィ
ド
リ
ヒ
は
か
く
て
多
く
の
犠
牲
を
以
て
、
其
の
願
望
を
達
し
得
た
り
し
と
は
謂
へ
、
多
く
の
國
君
は
侯

國
を
観
る
に
、
嫉
幌
と
羨
望
と
を
以
て
し
、
皇
帝
が
唯
脅
迫
せ
る
事
情
に
鵬
ら
れ
て
、
王
位
を
承
諾
し
た
る
も
の

な
り
と
さ
れ
た
。
法
皇
ク
レ
メ
ン
ス
十
四
世
の
如
き
は
、
こ
れ
に
對
し
て
全
く
敵
對
の
態
度
を
示
す
に
至
っ
た
」
。

今
こ
の
一
篇
を
終
る
に
常
り
、
私
は
二
三
猫
逸
史
家
の
所
論
を
こ
ゞ
に
抄
録
し
、
且
こ
れ
に
反
對
す
る
二
三
史
家
の

所
論
を
も
加
へ
ん
さ
恩
ふ
。
ラ
ン
ヶ
は
其
の
箸
「
プ
ロ
イ
セ
ン
史
」
第
三
巻
、
第
五
章
、
第
三
三
五
頁
に
曰
く
、
「
い

か
に
こ
の
事
蜜
が
、
侯
が
從
來
常
に
確
識
し
、
且
つ
活
溌
な
る
語
勢
を
以
て
言
明
し
た
り
し
こ
一
、
』
ゞ
、
全
く
顯
著
な
る

反
對
を
な
す
か
を
見
る
。
然
し
な
が
ら
思
ふ
に
、
彼
を
し
て
か
く
も
遥
か
仁
愛
化
せ
し
む
る
に
至
り
し
も
の
は
、
雨
者

則
ち
不
本
意
こ
瞬
間
の
政
略
で
あ
る
。
云
々
」
、
叉
ド
ロ
ィ
ゼ
ン
は
其
の
箸
「
プ
ロ
イ
セ
ン
政
策
史
」
第
三
巻
、
第
三

シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
五
九

策
は
、
唯
軍
に
プ
ロ
ィ
セ
峯

に
於
て
繼
績
し
た
の
で
あ
る
。

「
侯
國
宮
庭
は
王
の
禰
號
を
得
て
、
輝
か
し
く
は
見
ゆ
る
に
至
っ
た
一
こ
は
謂
へ
、
同
時
に
周
園
の
國
々
よ
り
は
見

捨
て
ら
る
、
状
態
ご
な
っ
た
。
侯
國
の
國
容
は
王
冠
を
通
じ
て
向
上
す
べ
き
も
の
な
り
し
な
ら
む
。
然
る
に
却
っ

て
以
前
よ
り
は
、
む
し
ろ
微
小
な
姿
と
な
っ
た
。
」

ｊ伽

一
こ
、
不
尊
信
と
不
忠
貧
の
結
果
は
、
こ
ゞ
に
そ
の
道
義
的
の
結
果
を
も
伸
ふ
も
の
で
あ
っ
た
。
前
選
緊
侯
以
來
の
政

は
、
唯
軍
に
プ
ロ
イ
セ
ン
王
位
に
終
結
し
て
、
北
欧
の
一
濁
逸
諸
侯
幽
は
以
後
半
世
紀
を
、
多
く
の
意
義
な
き
状
態

一
こ
‐
叉
プ
リ
プ
ラ
ム
は
曰
く
、

”



シ
レ
ジ
ア
地
領
繼
承
の
關
係
六
○

節
、
第
四
六
七
頁
に
、
侯
國
の
佛
蘭
西
屈
伏
を
熱
じ
て
曰
く
、
「
大
な
る
猫
逸
的
及
欧
洲
的
利
益
、
そ
れ
を
侯
が
從
來

代
表
せ
る
も
の
の
前
に
、
侯
は
自
己
保
祢
言
云
ふ
謙
遜
な
る
程
度
に
引
き
退
い
た
。
而
し
て
恰
か
も
こ
の
事
の
た
め
に

彼
の
國
家
の
本
質
を
凄
癖
さ
せ
た
。
賞
に
こ
れ
即
ち
、
彼
を
他
の
濁
逸
諸
地
さ
匡
別
せ
し
む
る
も
の
で
あ
り
、
叉
彼
を

群
解
せ
し
む
る
ミ
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
云
々
」
《
こ
、
叉
同
第
五
頁
に
曰
く
、
「
猫
逸
の
敵
が
宗
主
樅
の
主
議
を
以

て
、
吾
等
國
民
の
政
治
的
存
在
を
破
滅
せ
ん
一
こ
し
て
、
之
に
臨
み
來
る
に
當
り
、
正
義
一
こ
且
つ
義
務
一
こ
に
從
ひ
、
恰
も

プ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
の
宗
主
椛
が
動
い
て
、
之
に
對
抗
し
、
瑞
典
ミ
戦
ひ
佛
蘭
西
さ
戦
ふ
。
其
の
轆
利
さ
生
存
こ
の
防

守
に
由
り
て
睡
大
さ
な
り
、
同
族
ざ
し
て
古
き
擢
勢
の
填
國
の
側
に
立
ち
て
云
々
」
｜
こ
・

ア
ル
フ
レ
ド
・
プ
リ
プ
ラ
ム
は
そ
の
箸
「
蝋
國
及
プ
ラ
ン
テ
ン
プ
．
ル
グ
、
一
六
八
五
よ
り
一
六
八
八
年
」
第
六
四
頁

に
曰
く
、
「
侯
が
そ
の
全
生
涯
を
捧
げ
た
る
理
想
は
、
侯
幽
の
權
勢
を
帝
剛
外
に
砿
張
し
、
之
を
帝
國
内
に
確
立
す
る

一
こ
こ
ろ
の
理
想
で
あ
る
。
而
し
て
何
等
外
國
の
勝
誇
れ
る
君
主
に
、
恥
づ
可
含
臣
風
さ
な
ら
ず
、
常
に
確
寶
な
る
帝
國

諸
侯
・
こ
し
て
、
之
を
遂
行
せ
ん
一
こ
せ
る
事
で
あ
る
云
々
」
さ
。
叉
ク
ル
ト
・
プ
ラ
ィ
シ
ッ
ク
は
其
の
箸
「
選
躯
侯
ご
國

民
的
理
想
」
、
（
邊
謡
研
究
新
編
、
第
七
巻
、
第
二
六
四
頁
前
後
）
に
曰
く
、
「
侯
國
政
策
の
総
て
を
國
民
的
な
り
一
こ

す
る
ド
ロ
ィ
ゼ
ン
の
淵
察
が
、
過
誤
な
り
一
こ
す
る
も
、
侯
及
そ
の
後
繼
が
、
自
國
の
特
殊
利
盆
を
、
帝
國
一
般
の
利
益

よ
り
先
き
に
し
た
り
さ
し
て
誹
誘
す
る
は
、
不
當
で
あ
る
。
賞
は
そ
れ
以
外
に
は
、
方
法
無
か
り
し
な
り
。
こ
の
健
全

な
る
自
己
利
欲
心
こ
そ
は
、
吾
等
國
民
の
最
も
喜
ぶ
可
き
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
よ
り
プ
ロ
イ
セ
ン
的
で
あ
れ
ば
あ
る

程
、
よ
り
糊
逸
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
些
少
た
り
と
も
、
國
民
的
傾
向
の
自
蝿
を
有
つ
こ
ぎ
を
要
し
な
い
。
た
さ
へ
一
層



れ
そ
が
特
殊
利
稔
的
で
あ
っ
た
こ
し
て
も
、
侯
幽
政
策
は
多
く
の
場
合
に
、
結
局
は
一
般
濁
逸
的
利
続
を
代
表
せ
ね
ば

な
ら
な
ら
な
か
っ
た
事
は
、
明
白
で
あ
る
云
々
」
と
。

フ
エ
ル
ヂ
ナ
ン
ド
・
フ
エ
リ
ン
グ
は
、
其
の
箸
．
六
七
九
年
よ
り
八
七
年
に
至
る
佛
蘭
西
、
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
グ

開
係
史
」
鋪
二
頁
に
曰
く
、
「
大
選
畢
侯
の
政
策
は
、
本
萱
に
於
て
自
剛
的
に
し
て
、
猫
逸
的
な
ら
ざ
る
刻
印
を
有

す
。
帝
國
的
利
害
こ
の
衝
突
は
、
そ
の
苑
が
れ
難
き
虚
で
あ
る
。
誇
張
せ
る
帝
國
愛
幽
主
義
の
理
性
は
、
遂
に
無
稽
の

識
語
仁
ま
で
陥
っ
た
。
歴
史
家
は
こ
れ
ら
政
策
の
価
値
不
償
値
を
定
む
る
に
當
り
て
、
先
づ
以
て
そ
れ
が
果
し
て
、
特

殊
的
プ
ラ
ン
デ
ン
プ
ル
グ
・
プ
ロ
イ
セ
ン
的
利
害
ざ
の
、
邇
不
適
を
間
ふ
可
き
で
あ
る
云
々
」
。
「
い
か
に
ド
ロ
ィ
ゼ

ン
が
誇
大
な
る
偏
見
に
階
つ
た
か
、
い
か
に
彼
が
侯
幽
の
利
己
欲
を
美
化
す
る
こ
と
を
矯
し
得
た
か
は
、
彼
が
ナ
ィ
メ

ー
ヘ
ン
卒
和
締
結
の
結
果
を
論
じ
、
彼
一
個
の
競
争
熱
に
蛎
ら
れ
て
、
途
方
も
無
き
誇
言
を
な
せ
る
こ
と
に
も
知
ら
れ

る
。
同
時
に
彼
は
、
佛
閲
西
の
し
晉
一
オ
ン
策
の
擴
大
に
開
し
、
こ
れ
を
猫
逸
の
自
由
、
則
ち
之
を
恰
も
侯
國
政
策
が

一
六
七
九
年
以
後
に
稀
な
る
完
成
の
華
を
咲
く
に
至
ら
し
め
た
る
も
の
一
こ
し
て
、
述
べ
て
居
る
云
と
↑
こ
。

リ
ロ
ア
ル
ド
・
フ
エ
ス
タ
ァ
は
、
其
の
著
論
「
佛
蘭
西
使
節
レ
ベ
ナ
ッ
ク
の
伯
林
報
告
の
批
判
に
就
て
」
、
（
史
學

時
論
第
九
二
巻
、
第
十
九
頁
以
下
）
に
於
て
曰
く
、
「
群
美
的
の
世
界
澗
講
に
は
、
史
質
の
赤
裸
は
驚
怖
す
べ
き
も
の

な
ら
む
。
歴
史
家
は
こ
れ
仁
對
し
、
眼
を
開
き
て
能
く
見
る
可
し
、
政
治
的
錯
誤
を
美
化
す
る
こ
さ
は
、
元
よ
り
ド
ロ

ィ
ゼ
ン
の
關
典
す
可
き
事
で
な
い
。
彼
は
そ
の
國
際
家
主
義
的
狂
燥
に
於
て
、
國
家
利
益
の
損
害
を
論
ず
る
場
合
に

は
、
彼
は
何
事
を
も
少
し
も
容
赦
せ
ざ
る
態
度
ミ
な
る
。
然
し
な
が
ら
ド
ロ
ィ
ゼ
ン
の
眞
の
過
誤
は
、
彼
が
ブ
ラ
ン
デ

シ
レ
ジ
ア
地
緬
篭
承
の
腿
硫
六
一



シ
レ
ジ
ア
拠
噸
綴
承
の
關
係
六
ニ

ン
プ
ル
グ
の
地
域
的
時
代
を
、
除
ｂ
に
夙
に
早
く
終
ら
せ
、
而
し
て
彼
の
時
代
の
プ
ロ
イ
セ
ン
國
家
の
意
義
を
、
除
ｂ

遠
く
年
代
を
測
ら
せ
た
事
に
、
存
す
る
の
で
あ
る
云
糞
」
《
こ
。

ｃ
冨
○
の
目
⑦
『
聾
騨
異
ぬ
ぐ
①
鼻
国
品
①
．
ご
ｏ
，
画
埼
．
勗
馬
．
隠
．
］
目
．
。
○
さ
ぬ
ロ
の
、
員
旨
の
冒
舟
・
嵩
＆
霞
。
算
の
將
冨
旨
〕
①

己
①
玩
診
房
委
鼻
．
や

、
）
》
［
画
関
田
ｇ
の
言
〕
わ
。
言
ご
釦
周
ウ
画
○
一
胃
国
○
ケ
①
ご
劉
巳
畠
①
Ｈ
ロ
碗
○
ず
①
○
○
ざ
凰
ｍ
鼻
ご
ロ
．
ぽ
ご
い
、
易
剖
心
．

ｅ
盟
四
の
ｇ
戸
口
９
国
冨
呂
》
画
廊
言
口
の
旨
ご
鴨
ロ
画
ご
烏
邑
の
馬
．
侭
日
日
の
扇
訂
ロ
ロ
ロ
Ｑ
い
⑦
言
①
。
①
９
画
冨
冒
Ｆ
ｏ
ｓ
い
①
ぐ
○
口

○
属
目
⑦
胃
．
国
冒
ぐ
。
片
言
”
中
国
⑦
昌
匡
。
易
忠
．
１
１
１
㈲
の
○
壱
。
固
く
○
口
○
忌
呂
恥
。
①
ｍ
ｏ
匡
○
富
①
。
①
、
旬
Ｈ
２
出
ぬ
ｇ
⑦
ロ

●

ご
口
粍
冒
旨
号
冒
ロ
ロ
。
シ
ｇ
ｇ
切
冨
①
鼻
⑦
翻
日
の
①
函
。
豆
。
言
①
陣
昌
号
旨
号
晶
晩
．
国
具
画
．
己
留
】
・
曽
田
ロ
身
碕
汽
門
言

＆
Ｐ
鈩
官
．
冨
忍
・
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
や
切
閏
．
騨
口
団
。
ｇ
官
ご
国
①
、
閏
・
ロ
①
。
、
扇
忍
．

巴
○
⑦
日
狩
の
切
蜀
弾
鳴
、
《
○
ｇ
胃
号
巨
号
匡
酔
雲
冨
ｇ
蔚
号
』
騨
冒
］
三
壱
①
溥
騨
肩
豊
、
①
ｇ
ど
胃
昌
磐
①
８
房
胃
』
○
日
い

中

轡
口
ぐ
．
喝
閏
騎
》
忌
扇
．

巴
蜀
の
ａ
冒
騨
冒
旦
田
冨
の
写
口
角
の
減
．
屍
目
白
①
厨
弄
匡
口
。
○
、
蒔
冨
毎
ご
昌
鈩
胃
一
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